こけ あり ほせう 

苔 いちめんに、 霧が ぼし やぼし や 降って、 蟻の 歩哨 

は、 鉄の 帽子の ひさしの 下から、 するどい ひとみで あ 

たり を にらみ、 青く 大きな 羊歯の 森の 前 を あちこち 行 

つたり 来たりして ゐ ます。 

向 ふから ぶるぶる ぶるぶる 一 ぴ きの 蟻の 兵隊が 走つ 

て 来ます。 

「停まれ、 誰か ッ」 

「第 百 一 一十 八 聯^の 伝令！」 

「どこへ 行く か」 

「第五 十 聯隊 聯隊 本部」 

歩哨 はス ナイ ドル 式の 銃剣 を、 向 ふの 胸に 斜めにつ 



きつけた まま、 その 眼の 光り やう や 顎の かたち、 それ 

そで ぐ あ ひ 

から 上着の 袖の 模様 や 靴の 工合、 いちいち 詳しく 調べ 

ま ^9 

「よし、 通れ」 

伝令 は い そがし く 羊歯の 森の なか へ 入つ て 行き まし 

た。 

霧の 粒 はだん だん 小さく 小さくな つて、 いま はもう 

うすい 乳い ろの けむりに 変り、 草 や 木の 水 を 吸 ひ あげ 

る 音 は、 あっちに もこつ ちに も 忙しく 聞え 出しました 

ねむ 

さすがの 歩哨 もた うとう 睡 さに ふらっと します。 

ひき 

ニ疋の 蟻の 子供ら が、 手 を ひいて、 何 かひ どく 笑 ひ 



俄かに ぱっと 暗くな り、 そこらの ^はぐら ぐら ゆれ、 

蟻の 歩哨 は 夢中で 頭 を かかへ ました。 眼 を ひらいて ま 

た 見ます と、 あの まつ 白な 建物 は、 柱が 折れて すつ か 

り 引っくり返って ゐ ます。 

蟻の 子供ら が 両方から 帰って きました。 

「兵隊さん。 構 はない さう だよ。 あれ はきの ことい ふ 

もの だって。 何でもな いって。 アル キル 中佐 は うんと 

笑った よ。 それから ぼく を ほめた よ」 

「あのね、 すぐなくなる つて。 地図に 入れなくて もい 

いって。 あんな もの 地図に 入れたり 消したり して ゐた 

ら、 陸地 測量 部な ど 百あって も 足りない つて。 おや！ 



引つ くり か へ つてら あ」 

「たったいま 倒れたん だ」 歩哨 は 少しき まリ 悪さう に 

云 ひました。 

「な あんだ。 あつ。 あんな やつ も 出て 来た ぞ」 

向 ふに 魚の 骨の 形 をした 灰い ろの を かしな きのこが 

とぼけた やうに 光りながら、 枝が ついたり 手が 出たり 

だんだん 地面から のびあがって きます。 ニ疋の 蟻の 子 

供ら は、 それ を 指さして、 笑って 笑って 笑 ひます。 

そのと き 霧の 向 ふから、 大きな 赤い 日が のぼり、 

羊歯 もす ぎ) J け もに はかに ぱっと 青くな り、 蟻の 歩哨 

は、 また 厳めしく ス ナイ ドル 式 銃剣 を 南の 方へ 構へ ま 
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